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1.　発達段階からみた色彩嗜 好の変化は，これまでの

研 究者が，個列･こおこなった調査結果 を総合することに

よって， その時 点における実態を知ることができ る。し

かし，調 査条件 ，方法が異なるために，多少ニ ュアン ス

の相違が生じ てい る。 さらに個人の色彩嗜好を年齢増加

と関連づ けた追及は，ほとんどなされてい ない。 本研究

は長期にわたり，この問題を明確にすることを目的とし

た。 そし て，その第１回のデータをえたので報告する。

2･　東 京家政 学院中学生および高校生を 学年別に110

名ずつランダムに抽出し て，計660 名を被験者とした。

被験者の年齢は12～18歳までに限定した。 調査の時期は

1965年11月 中旬の晴天の日を選び，北窓昼光下（室内 の

照度5C0LX  以 上）に試料をおき，質問紙法によ り，好き

な色と嫌いな色 を３色ずつ選出させた。試料および色彩

の分類方法は，調査用カラ ー・コ ードに準拠した。

3･　中学生および高校生を通じ て，年齢増加に伴 う嗜

好の変化 を，各学年に対 し色彩 嗜好の順位を出し，一致

系 数を求 めてみた。 好きな色嫌いな色共に一致系数は高

い。 次に中学生 高校生別に比較した場合，中学生 よりも

高校生 が，好きな色，嫌 いな色共に一致系数が高い。以

上 の結果， 中学生 および高校生共に，関心を示す色が，

大体一致し てい るとい える， すなわち高年齢にな るに従

って嗜好 がはっきり示 され変化 が少なくなってき たと思

われる。


